
9September 2005  B-maga8 B-maga September 2005

大手通信事業者が次々と映像サービス

に参入してきている現在、ケーブル業界は

大競争時代に入ったと言われている。その

ような状況において、ケーブル事業者が他

事業者よりも優位な点としてよく挙げられ

るのが「地域密着」。地域に根ざしたサー

ビスを提供することで、他事業者との差別

化を図るものだ。

そんな地域密着サービスの中で最もポ

ピュラーなものと言えば、やはりコミc hだ

ろう。そして多くのケーブル局が「地域密着」

という優位点をより明確にするために、コ

ミchの強化に努めている。

ではコミc hの強化とは、具体的にどのよ

うに行われているのだろうか。ケーブル局

の規模や地域特性などによって違いはある

が、その手法のひとつとして「ライブ中継の

強化」を挙げることができる。

日野ケーブルテレビ（株）（東京都日野市、

亀田稔夫社長）は、年に2～3回のライブ中

継を実施しており、「ひの新選組まつり」な

どのライブ中継で好評を得ている。ライブ

中継は収録番組に比べて視聴者からの反

響が大きく「取材先や営業先、はがきなど

で数多くの反響が返ってくる」と、同社放送

部課長代理の宮崎氏は語る。それだけ、コ

ミc hのライブは地域の人々に注目されてい

るコンテンツなのだ。

だがライブ中継は、コミchを制作するス

タッフに大きな負担をかける。現場に重く

てかさばる機材を搬入してセッティングし、

さらに収録後には撤収作業と、実際にライ

ブ中継を行おうとすると、準備などで丸1日

がかりとなってしまう。そのため、比較的少

人数で制作をしているコミc hにとって、「ラ

イブ中継の強化」というのは意外と難しい。

もし、中継のためのセッティング

があっという間に終わるのならばど

うだろうか？ 中継機材が片手で持

てるほどコンパクトで軽量ならばど

うだろうか？ そんな、ライブ中継の「もし…

…ならば」を実現するのが『 A n y c a s t

Station』だ。

アタッシュケースほどのボディにビデオス

イッチャーやオーディオミキサー、モニター

などを詰め込んだ、ライブ中継でその能力

を最大限に発揮するこの機器。非常にコン

パクトで持ち運びは容易、中継のセッティ

ングも驚くほど短時間で行うことができる

オールインワンのシステムだ。

宮崎氏は昨年の「ケーブルテレビ2 0 0 4」

で『Anycast Station』を見て衝撃を受け、

すぐに導入を決めたという。「以前は、ライ

ブ中継をする時々で機材をレンタルしてい

ました。ミキサーやモニターなどを机2つ分

ものスペースに並べて行うセッティングは、

中継当日だけで半日程度の時間が必要だ

ったんです。機材チェックなどに時間がか

かり、ようやくセッティングが終わったのが

本番3 0分前、ということもありました。しか

しこの機器の導入後、セッティング時間は

劇的に短くなりましたね。今では3 0分～1

時間程度でセッティングすることも可能に

なっています」。

またレンタル機材だと常に同じ機種を借

りられるわけではなく、操作に不安を感じ

ることもあったそうだが、今ではその不安も

なくなり、安定したオペレーションができて

いるそうだ。

こうした『Anycast Station』のセッティン

グスピードの速さをいかしたライブ中継が、

今年の「ひの新選組まつり」の中継で行わ

れた。同社では屋外会場と屋内トークショ

ー会場の2カ所からライブ中継を行なった

が、「これまでならば中継機材を2セット用

意し、2会場にセッティングしなければなり

ませんでした。しかし今回は各会場にカメ

ラ等だけを用意。あとは『Anycast Station』

1台を会場間で行き来させて使用し、中継

を行うというスタイルをとりました」と、放送

部主任の川又実氏。『Anycast Station』だ

からこそ可能な中継スタイルだろう。

また、この機器の利用シーンはラ

イブ中継だけとは限らない。コンパ

クトなボディに搭載された機能は持

ち運び可能なサブスタジオと言える

ほどであり、直感的に使用できるイ

ンターフェースは操作性が高い。そ

のため、『Anycast Station』は複数

カメラを使用したポータブル収録用

途でも十分利用することができるの

だ。実際、同社でもサブスタジオを

編集などで使用しているときは、しばしば代

替として『Anycast Station』を使ってニュー

ス番組の収録を行うそうだ。

「ライブ中継は大変なものだという意識

がありましたが、この『Anycast Station』を

導入したことでそれがなくなりました。この

変化は非常に大きいですね」と宮崎氏。逆

に今後は「この機器のフットワークの良さを

いかして、ライブ中継を増やしていきたいで

すね。たとえば学校の昼休みなどを利用し

て、週替りで市内の学校からライブ中継を

行うといったこともやってみたいです」。

『Anycast Station』はコミchにおけるライ

ブ中継のさまざまな問題点に対応するだけ

でなく、その利点を最大限に活用することで、

コミchとそのスタッフに、「ライブ力」とも言う

べきライブに対応する力と、フットワークの良

さによる「スピード感」を与えてくれる。この

「ライブ力」と「スピード感」は、コミchの新た

な魅力のひとつとなるはずだ。コミc h強化の

ためにも、さらにそれを通じて「地域密着」を

進めるためにも、『Anycast Station』の存在

は今後ますます大きくなりそうだ。

コミュニティチャンネルの「ライブ力」と「スピード感」を
生み出す『Anycast Station』

地域密着のメディアとして多くの人に親しまれている、ケーブルテレビ局のコミュ

ニティチャンネル（コミc h）。そこで放送される番組は、人気のお店の紹介から行

政情報までさまざまだが、その中でも地元のイベントなどのライブ中継番組は非

常に人気のあるコンテンツだ。しかし準備などでスタッフに多大な負担がかかる

ため、手軽に行うことが難しいのが現状だった。そこに、ライブ中継の常識を覆

す強力なソリューションが登場した。ソニーのライブコンテンツ・プロデューサー

『Anycast
エニーキャスト

Station
ステーション

』だ。

重さ8 k gのコンパクトなアタッシュケースサイズに、ライブ中継に必要な機能がオールインワンで

搭載。複雑な機器間接続や面倒な信号調整も不要で、手早く簡単にセットアップすることができる。

ビデオ、オーディオ、コンピューター画像が自由自在に切り換えでき、コミc hでの生中継はもちろん、

複数カメラでの収録用途にもスピーディに対応。「Anycast Station」1台で、多くのライブ中継をカ

バーすることができる。

・最大6入力のライブスイッチャー、9台分のモニターやオーディオミキサーを一体化し、コンパクトなボディに収納

・コンポジット、S-Video、DV、SDI（オプション発売予定）に加えて、パソコン信号までもシームレスに切り換え可能

・フレームシンクロナイザー内蔵により、カムコーダーでの運用も可能

・Real Media形式のストリーミングエンコーダーや、VISCA形式でのカメラコントロールなど多彩な機能も装備

【主な特長】

www.sony.co.jp/anycast_station
sony「Anycast Station」
ライブコンテンツ・プロデューサー「AWS-G500」
希望小売価格2,205,000円（税抜価格2,100,000円）

日野ケーブルテレビ（株）

Pick Up New Solution

高いモバイル性／短時間セッティングでライブ中継の可能性を広げる『Anycast Station』

「地域密着」のために進む

コミchライブ中継の強化

ライブ中継の

「もし･･･なら」を実現する

『Anycast Station』

セッティングスピードの速さを

いかしたライブ中継を実施

その高性能から、日野ケーブルテレビではニュース番組収録などに
も『Anycast Station』を利用している

日野ケーブルテレビ（株）放送部主任の川又実氏

日野ケーブルテレビ（株）放送部課長代理の宮崎敦氏

「ライブ中継は大変」

という意識が変化


